


認 定  書

国 住 指 第 5856号

平成 14年 5月 31日

吉野石膏株式会社

代表取締役社長 須 藤永一郎 様

国土交通大臣  林  寛

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法 88条第

1項において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法第 2条第七号及び同法施行令第

107条第二号 (間仕切壁 (非耐力壁):1時 間)の規定に適合するものであることを認める。

2

3

1

言己

認定番号

IFP060NP-9156

認定 をした構造方法又は建築材料の名称

両面ボー ド用原紙張繊維混入硬質せっこう板 ・強化せっこうボー ド両面重張/

グラスウール充てん/軽 量鉄骨下地問仕切壁

認定 をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通 り



(別添)

認 定 番 号 FP060NP-9156 認定年月日 t平成 14年 5月 31日

品  目  名 両面ボー ド用原紙張繊維混入硬質せ

っこう板 ・強化せっこうボー ド両面

重張/グ ラスウール充てん/軽 量鉄

骨下地間仕切壁

申請者名 :吉 野  石  腎  欄

東京 都 千 代 田区丸 の 内

3‐3‐1(新 東京 ビル内)
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1 部 分、耐火性能の区分

2 試 験機関名 的 ベターリ

3. 構 造説明図 (単位 mm)

透視図

充lH材

水平断面図

Q｀

間仕切壁  1時 間耐火

ビング 受 託番号 試 験依頼第941281、953780、954050号

スペ~サ ~  間
柱 E-45～ 200x45xO s

ステーブル

タ ッピンね じ
3  5 , X 3 2

強化せっこぅボー ド 犀 21

グラスウール又はロックゥール

下部 ランナー

E、8 5～3 0 o x 4 0 x 0  5

様着剤

30 5～ 36

45    is5
～2 0 0 1 ～ 3 0 0

30 S～ 36

125

? 2

グラスウール
E l

強化せ っこうポー ド 円21

上部ランナーE-65～ 500x40x0 5

又はタンピンねじ 3 5,X28以 上

両面ボー ド用原ll霞機終混入硬質せつこう板

150～ 45S 150～ 435

両面ポード用原紙張捨維混入暖質せっこう板
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垂直断面図

詳細水平断面図

グラスツール

用 9  5 , 1 2  5 . 1 5

ランナー固定金物 o的9oo

同面ボード用原紙霞

繊維混入硬質せっこう板

ヽ
ヮ（［〕、コ

懐着剤

上部 ランナー E-55～ 50ox40xo,

タッピンねじ 3 S,x32oお 91o

強化せっこうボー ド淳21

回柱 E-45ヽ 200x45kO s o91o以 内

ステーブル C的 2 0 0
又はタッピンねじ 3  5 , X 2 3以 上 0角3 0 0

タッピンねじ 3 5,X32 o第 91o

下部 ランサー E-65～ 50ox40xO s

面
終

両
織

一 ル

01 1 5 0～ 4

0

Di

ス ペ ー サ ー

5 5

タッピンねじ

3ャ 5,X32 0お 91o

爆9.5, 12 S, 15

強化せっこうポード 用 21

ステープル o的2 0 o
又はタッピンねじ 3  5 , X 2 8以上 0内3 0 0

′〇

スペーサー
目地処理

田柱 (壁取合部月 )

Ｄ

ヘ 充増材 接む剤
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仲給可動を目的とした目地及び取合部

lj」1)

垂直断面図

スペ ーサ ー

捜着剤

グラスゥール

又はロックゥール

両面ポー ド用原紙領

機維混入硬質せっこう板
厚 9 5  1 2  5 (  1 5

ス ペ ー サ ー

下部 ランナー 〔-55～ 50ox40xo 5

上部 ランナー E-65ヽ 500140xo 5

タッピンねじ 3 5,x32 o拘 91o

強化せっこぅポー ド揮21

問柱 E-45～ 20ox45xo 5 og10以 内

ステープル or12 0 o
又はタクFンねじ 3 5,x28以上@り300

元塩材

ランサー固定金物 @ng00

〇
″

一ウ
指

ク
元

ツ
密

口
圧

〇つ 0 1

詳細水平断面図

〇 ,

ロックウール
圧密充墳

9

Di

一
人

ボ
混

面
維

両
織

張
茄

紙
こ

原
し

用
質

ド
硬 スペーサー

厚 9  5  1 2  5 1  1 5

倒桂 (壁取合部用 ) 強化せ及 ぅボード 悼2 1

タッビンねじ 塁上基二主生三ンねじ 3 5,X28以上o均3oo
3 5,x32 oり 910

グラスゥール又はロックゥール

ステープル m 2 0 o

充填材 様着剤
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千″烏同柱の場合

グラスウール等の充填方法

Q｀

D｀

0ヘ

Q｀

D｀

(:)′
や

敷目板を使用する場合 (述言性能を向上させる場合)

問柱 E-ls～ 200x4Sx0 5

強化せっこぅボード 厚 21

園題登天程露島管鍮
グラスウール又はElッ クウール

ン

ポ

ISO～ 4う 5 150～ 455
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例2)

垂直断面図

1 0∪
′

（中）、つ
一

ルウ
捜

ク
元

ツ
密

口
圧

スペー サー

元増材

ランナー固定金物 o均9oo

接着剤

上部 ランナー E-55ヽ 5oぃ 40xo 5

タンピンね じ 3 5,X32 oれ 91o

強化せっこうよ―ド爆21

FBRtt C-45ヽ 20い 4Sxo 5 o91o以 内

ステーブル @台 2oo
又はタッピンね じ 3 5,X28以 上 0約300

グラスウール

厚 91 5  12 5  15

ス ペ ー サ ー

下部 ラン十一 E-65～ 500x 4 0 x 0  5

又はロックウール

両面ボー ド用原紙張

繊維混入硬質せっこう仮

詳細水平断面図
0 “

扇雇潰天違唇暑発編 スペ ーサー

ご
〇

／谷

一ウ
環

ク

充
ツ
はこ

口
圧

01 厚9 5i 12 5 15

0

D,
間柱 (壁取合部用 ) 強化ゼ再■ ぅポー ド 暉21

ステープル oゎ2 o o
タッピンね じ 又はタッピンねじ 3 5,X28以 上 Oo30o
3 SoX32 oo91o

グラスウール又はロックゥール

D
ミ 充塩材 横S剤
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ダブルスタッドの場合

グラスウール等の充填方法

Q｀
3 0 3■ 9 1 0

4 S

強化せ っこうポー ド

醒飯餓騨晃 厚キ拘..15

～200

1 5 2

5 7 2

間社

厚 21

敷目板 を使用する場合 (述者性能を向上させる場合)

D｀

(i)/や

30.5～ 35

グラスウール又はロックウール
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4材 料 等 説 明

1)主 構 成 材 料

① 強 化 せ っ こ うボ ー ド

規  格   不 燃 第 10 0 8号 、 」 I S  A

商 品 名   タ イ ガ ー ボ ー ド t y p e  z

寸 法 (m m )

厚 さ    2 1  0■ 0  5

大 き さ  最 大     9

標 準

6 9 0 1

1 0

6 0 6

+ 0
- 3

+ 0
- 3

+ 3
- 0

+ 8
- 0

× 4 5 0 0

X 1 8 2 0

端 部 の 形 状

0  7 5以 上

3  0 %以 下

表面原紙

せ っ こうボー ド用原紙

厚 さ  0  4 0 m m

重 量  2 7 0 g /面

ス ク エ ア ー ′ミ″ミ,レ テ ー パ ー

6 0

一―Ｔ

ｈ

ド

上 ト

(以 下  せ っ こ う 板 と 称 す )

か さ 比 重

含 水 率

②両面ボー ド用原紙張繊維混入硬質せっこう板

規  格  不 燃 (個 )第  1 1 6 9 6号

商 品 名  タ イ ガ ー ス ー パ ー ハ ー ド

構 成 (組 成 )、 断 面 図

出

1)
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2)芯  材

せ っ こ う

無 機 繊 維

有 機 繊 維

接 着 増 強 剤

分 散 剤

発 泡 斉1

3 )裏 面 原 紙

せ っ こ う ボ ー ド用 原 紙

厚 さ

重 量

9 7  0  0 w t %

1  0 0wt%

0  2  5 w t %

0   6  5 w i %

1  0  0 w i鴨

0  1  0 w t %

寸 法 (m m )厚 さ

大 き さ

0  4 0 m m

2 7 0 g /ぶ

9  5、  1

最 大

標 準

2  5、  1 5

1 2 1 0

6 0 6

(計 容 差 ± 0

+ :   ×
4 5

X 1 8 2 0

5 )

0 0

端 部 の 形 状

ス ク エ ア ー

か さ比 重

含 水 率

規 格

″ミ ′ミ ル テ ー パ ー

白

十
　

一　
　
　
十

　
一

０

３

十

　

一

２ ５

　

５

　

７ ５

花

い

中
に
Ｆ

―

９

ゃ
ぉ

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

上

③両面ポー ド用原紙張繊維混入せっこう板 (以下 せ っこう板と称す)

1  3 0± 0  1 3

3  0 %以 下

不 燃 (個 )  第  1 1 8 1 9号

商 品 名   不 燃 防 水 タ イ ガ ー ス ー パ ー ハ ー ド

構 成 (組 成 )、 断 面 図

表面原紙
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2)芯  材

せ っ こ う

無 機 繊 維

有 機 繊 維

擦 着 増 強 斉」

分 散 斉1

発 泡 剤

防 水 斉J

3 )裏 面 原 紙

せ っ こ う ボ ー ド用 原 紙

厚 さ

重 量

姉 部 の 形 状

ス ク エ ア ー

9  6   0  0   w↓ %

1   0 0   wt銘

0   2  5   wⅢ 銘

0   6  5   w t %

1   0  0   w t %

0   1  0   w t %

1  0  0   w t %

1 )表 面 原 紙

せ っ こ う ボ ー ド用 原 紙

厚 さ   0  4 5 m m

重 量    2 5 0 g / 1 1■

(シ リ コ ー ン 系 撥 水 剤 を 1■ 0 2 g / 1 1 1塗 布 し、防 水 加 工 を施 して あ る もの )

テ ー パ ー

―

i:

6 5 1 7に 規 定 す る 防 錆 処 理 した も の

0  4 5 m m

2 5 0 3 /ば

(シ リ コ ー ン系 鮫 水 剤 を 1± 0 2 g /ぶ 塗 布 し、防 水 加 工 を施 して あ る もの )

寸 法 (m m )  厚 さ    9  5、  1 2  5 (許 容 差 ± 0 5 )

大きさ  最大   1210 ::  ×400o 18

標準    91o :: ×1820 と8

か さ 比 重

含 水 率

ベ ベ ル

出

ト
２５

　

５

　

２５

‐
　
８２
・
＝

Ｔ
十
１
１
１
上

④

1 2 5± 0  1 2 5

3  0 %以 下

I S

上 部 、 下 部 ラ ン ナ ー

」 IS  G  3 3 0 2又 は J

L - 4 0× 4 0× 0  5以 上

E - 2 5～ 5 0 0 X 3 5～ 7 5 × 0 5以 上

FP060NP-9156
10 / 13



⑤ 問 柱

」 IS G  3 8 0 2又 は JIS  A  6 5 1 7に 規定する防錆処理 した もの

E - 4 5～ 2 0 0× 3 5～ 7 5 X 0  5以 上

□ -4 0～ 2 0 0 X 2 5～ 5 0× 0  5以 上

⑥ グ ラ ス ウ ー ル 、 ロ ッ ク ウ ー ル

グ ラ ス ウ ー ル t不 燃 第 10 3 1号 、 」 I S  A  6 3 0 1、 A  9 5 0 4

( 2 4 K  厚 さ 25 m m同 等 以 上 )

ロ ッ ク ウ ー ル i不 燃 第 10 2 2号 、 」 IS  A  6 3 0 1、 A  9 5 0 4

( 3 2 K  厚 さ 25 m m同 等 以 上 )

2 )副 構 成 材 料

①敷 目板

せっこうボー ド、せっこう板、けい酸カルシウム板、グラスウール板 ・ロックゥール板
( 8 0 K以 上 の 高 密 度 品 )、 厚 さ 5 m m以上 ×幅 5 0 m m以 上

② ラ ンナ ー 固 定 金 物

`バ ッ フ ァー ピ ン  3  2ゆ × 19 m m以 上

・コ ン ク リー ト釘  4  0ゅ x 3 0 m m以 上

③ ス ペ ー サ ー

せ っ こ う ボ ー ド、 せ っ こ う板 、 け い酸 カ ル シ ウム 板 、鋼 板 製 等 の ス ペ ー サ ー 、

40× 4 0 m m以 上

④ タッピンね じ

J I S  B  l 1 2 2  又 は 」 I S  B  l 1 2 5に 規 定 す る も の

3  5 o× 3 2 m m以 上

5  5 o× 2 8 m m以 上 ( Y Gス ク リ ュ ー )

⑤ ステー プル t防 鈴処理 した もの

・グ ラス ウール 、 ロックウール留付け用

幅 4m m以 上 ×長 さ 2 5 m m以 上

(ス ピ ン ドル ピ ン  長 さ 3 8 m m以 上 を 使 用 して も よ い )

・上 張 せ っ こ う 板 留 付 け 用 ス テ ー プ ル

幅 4m m以 上 ×長 さ 2 2 m m以 上

⑥接着剤

酢 酸 ビニ ル 樹 脂 系 、 合 成 ゴ ム 系 、 せ っ こ う系 、 炭 酸 カ ル シ ウム 系 又 は 、 ェ ポ キ シ樹 脂 系

(推 奨 品 | タ イ ガ ー トラボ ン ド (製 造 会 社  吉 野 石 膏 ))

④ 目地等処理材

」 IS  A  6 9 1 4に 適 合 す る もの 又 は 、 同等 以 上 の性 能 を有 す る もの

せ つ こ う 系 又 は 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 系

(推 奨 品 : タ イ ガ ー パ テ (製 造 会 社  吉 野 石 膏 ))

(推 奨 品 : タ イ ガ ー ジ ョイ ン トセ メ ン ト (製 造 会 社  吉 野 石 膏 ))

① 充 墳 材

(イ)ジ ョイ ン トコ ンパ ウ ン ド モせ っ こう系、炭酸カル シウム系

(推 奨 品 : タ イ ガー ジプタィ ト (製造会社  吉 野石膏))
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(口)ロ ッ ク ウ ー ル モ ル タ ル  :不 燃 第 10 2 3号

ロ ッ ク ウ ー ル 60～ 8 5 %、 セ メ ン ト 15～ 4 0 %

密 度  0  2 g / c  m 3以 上

(ハ)ロ ッ ク ウ ー ル      t不 燃 第 10 2 2号 )」 I S  A  9 5 0 4

,ヒE巨    0   1 0 - 0   1 6

充 填 密 度  1  5  0 k g / m 3

(推 奨 品 : タ イ ガ ー ロ ッ ク フ ェ ル ト (製 造 会 社  首 野 石 膏 ))

(二)シ ー リ ン グ材      :ア ク リル 系 、 ウ レタ ン系 、 ポ リサ ル フ ァイ ド系 、

シ リコ ン 系 、 酢 酸 ビニ ル 系

(推 奨 品 ; タ イ ガ ー ACタ イ ト (製 造 会 社  吉 野 石 膏 ))

5標 準 仕 様 (施 工 仕 様 )

①墨出し及び上部 ・下部ランナーの取付け

問 仕 切 壁 を設 置 す る所 定 の位 置 に 、 墨 出 しを行 な う。

墨 出 し線 に 合 わ せ て 、 コ ン ク リー ト下 地 に は 固 定 金 物 にて 、鋼 製 下 地 に は ラ ンナ ー 受 け ピ

ー ス 等 を か い して タ ッ ピ ンね じ 又 は 溶 接 等 に て 、 そ れ ぞ れ 90 0 m m以 内 の ピ ッチ で 、 上

部 ・下 部 ラ ンナ ー を取 付 け る 。

②間柱の取付け

あ らか じめ現 場 の寸 法 に合 わ せ て 切 断 され た 間柱 を千鳥 配 置 の場合 は 4 5  5 m m以 内の 間

隔で 、関柱 が対 向壁板方 向 に移 動 しな いよ うに上部 ・下部 ランナー と問柱 との隙 間にスペー

サ ー を介 して取 付 け る。

ダ ブル ス タ ッ ドの場合 は間柱 を 9 1  0 m m以 内の間隔で取付 ける。

③ 敷 目板 の取付 け

敷 目板 を使用す る場合 はあ らか じめ幅 5 0m mに 切断 した敷 目板 をス タ ッ ドに仮留めす る。

④下張強化せっこうポー ドの取付け

下 張 強 化 せ っ こ う ポ ー ドは 、 縦 又 は 横 張 に して 、 3  5ゆ × 32 m m以 上 の タ ッ ピ ンね じ

で 間 隔 9 1  0 m m以 内 に 固 定 して 取 付 け る。

③ グラスウール等の挿入

グラスウール等の挿入は、片面の下張強化せっこうボー ドの取付け後、中空部にグラスウ
ール等 を挿入 し、下張強化せ っ こうボー ドにステープル等 にて留付ける。

⑥ 反対側 の下張強化せ っ こうポー ドの取付 け

④の手順で反対側の下張強化せっこうボー ドを取付ける。

Oi上張せっこう板の取付け

上張せっこう板は、縦又は横張 りにして、下張強化せっこうボー ドと目地部が重ならない

よ う に して 、 4 0 o× 4 2 m m以 上 の タ ッ ピ ンね じで 、幅 方 向 91 0 m m以 内 、 高 さ方 向

6 0  6 m m以 内 の 間 隔 に 留 付 け る 。

接 着 剤 で 取 付 け る場 合 は 、接 着 剤 を 点 付 け し 5 5め × 28 m m以 上 の タ ッ ピ ンね じ (周

辺 部 約 80 0 m m、 中 間 部 約 45 0 m m程 度 )又 は 、ス テ ー プ ル (約 20 0 m m程 度 )で 仮

留 め す る 。

③ 目地部及び取合い部等の処理

(イ)大 壁 に す る場 合 は 、 目地 部 を 目地 等 処 理 材 にて 平 滑 に 仕 上 る。

(口)取 合 部 は 隙 間 の な い よ う に充 填 材 にて 充 填 す る。
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(ハ)伸 縮 可動 を 目的 と した 目地 及 び取 合部 には、充填材 (ロックゥール等 )を 1 5  0 k g / m 3程

度 に隙 間 の無 いよ うに充墳す る。

(ハ)コ ンセ ン ト (スイ ッチ)ボ ックス を設 け る場 合 は、 防火上欠損 とな らな い様 に充填材 (ロ

ック ウー ル 150 K厚 さ 30 m m同 等以 上)を 充填 (裏打 ち)す る等 の防火 上有効 な措

置 を施 す 。

◎表面仕上げ

目地 処 理 等 の 表 面 処 理 終 了後 、防 火 上 支 障 の な い塗 装 、ク ロス 張 、吹 付 け等 にて 仕 上 げ る。

6 留 意 事 項

1)せ っ こ うボ ー ド及 び せ っ こ う板 は 、 雨 、 湿 気 等 の影 響 を う けな い よ う に平 坦 な 場 所 に保

管 す る 。

2)せ っ こ う ボ ー ド及 び せ っ こ う板 は 、 角 や 接 着 面 に過 度 の 衝 撃 を与 え た り、 表 面 に傷 を つ

け な い よ う に運 搬 、 施 工 す る。

7 付 帯 条 件 な し

8 注 意 事 項

当 該 認 定 書 に お い て 、 「建 築 基 準 法 の 一 部 を 改 正 す る法 律 」 (平 成 10年 法 律 第 10 0

号 )に よ る 改 正 前 の 建 築 基 準 法 の 規 定 に よ る 建 設 大 臣 の 認 定 仕 様 が あ る場 合 は 、 平 成 14

年 6月 1日 以 降 は 「建 築 基 準 法 の 一 部 を 改 正 す る法 律 J(平 成 10年 法 律 第 10 0号 )に

よ る 改 正 後 の 建 築 基 準 法 の 規 定 に よ る 当 該 認 定 仕 様 に 係 る 国 土 交 通 大 臣 の 認 定 仕 様 を用 い

る も の とす る。
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圭
自

定認

国 住 指 第 7798号

平 成 15年 2月 7日

吉野石膏株式会社

代表取締役社長 須 藤永一
部    様

国土交通大臣  林  寛

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第68条 の26第 1項

(同法第 88条 第 1項において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法

第 30条 及び同法施行令第 22条 の3(界 壁の遮音構造)の 規定に適合するも

のであることを認める。

記

1.認定番号

SOI-0032

2認 定をした構造方法又は建築材料の名称

グラスウール充てん/両 面両面ボー ド用原紙張繊維混入硬質
せつこう板 ・強化せつこうボー ド張/敷 目板千鳥取付軽量鉄骨
下地 (千鳥)間 仕切壁

3認 定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通 り



(別添)

1.構 造名

グラスウール充てん/両 面両面ボード用原紙張繊維混入硬質せつこう板・強化せっこうボード張//敷目板

千鳥取付軽量鉄骨下地 (千鳥)間 仕切壁

2.寸 法と面密度

中請仕様の寸法と面密度を表 1に示す。

表 1 申 請仕様の寸法と面密度 (単位 i nlIIl)

項 目 中 請 仕 様

野 (中空部 98～ 147)

面密度 (一般断面) 53 98 kg/ポ以上

3.主 構成材料

申請仕様の主摘成材料を表2に 示す。

表2 申 請仕様の主構成材料 (単位 :IIIIII)

目項 様仕申 B日

上張 り用面材

1長さ :  910(+3, 0)～ 4000(+3, 0)

厚さ :  95(± 05)

面密度 : 1188(± 119)比 g/m2

下張り用面材 強化せっこうボー ド

国土交通大臣認定

」IS A 6901

幅 :   606( 0,-3)～

長さ : 1820(+3, 0)～

厚さ :  21(± 05)

面密度 : 15 75 kgが 以上

NM 8615、

121 0 (  0 , - 3 )

4 5 0 0 ( + 3 ,  0 )

上部、下部、縦ランナー E-90,100,115,125,135,139X32,35,40,75X05,0、6,08

E-90,100,115,125,135,139X32,45,75×05,06,08

L-30,40,50,60X30,35,75 X O,5,0.6,0,8

」IS G 3302に規定するめっき処理を防錆処理として施したもの。
但し上記以外の寸法についても、現場の状況において壁厚の関係から、最大
値と最小値の間において特別製作して使用する。

つづく
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つづき

間柱 E-65)75,90,100,110,114×45,75×05,06,08,10

□-65,75,90,100)1101H4×
40,45,50,65,75×05,06,08,10

JIS G 3302に規定するめっき処理を防錆処理として施したもの。

但し上記以外の寸法についても、現場の状況において壁厚のFEl係から、最大

値と最小値の間において特別製作して使用する。

中空部充てん材 グラスウール

ロックウール

国土交通大臣認定

」IS A 6301、 JIS A

厚さ : 50以 上

国土交通大臣認定

JIS A 6301、 JIS A

厚さ : 50以上

11崎 /m2以 上

1515/m2以 上

剛 8605、

9504

面密度 :

抑r-8600、

9504

面密度 :

伸縮可動 目地部用裏あ

て材

強化せっこうボー ド  国 土交通大臣認定 剛 8615

厚さ 21

幅  110～ 130

せっこうボー ド   国 土交通大臣認定 剛 8612、剛 8615、Nl1 8619、

JIS A 6901

せつこう板     国 土交通大臣認定 剛 却645、Wl1 9364、聞-9354

けい酸カルシウム板

グラスウール    国 土交通大臣認定 剛 8605、

IIS A 6301、JIS A 9504

密度 : 80kほ/m3以 上

ロックウール    国 土交通大臣認定 剛 ～8600、

JIS A 6301、JIS A 9504

密度 : 80 kym3以 上

グラスファイバーフェル ト 密 度 : 100kノ m3以 上

幅 :   間 柱の幅に合わせる

厚さ :  4 以 上

但し、グラスウール、ロックゥール、グラスファイバーフェル トを用
いるときは、その厚さは 5以 上のものを用いるものとする。

敷目板

SOI-0032
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4 目 t構成材料

申請仕様の高い構成材料を表 3に示す。

表 3 副 構成材料                 (単 位 :Inm)

項 目 申 請 仕 様

ランナー固定金物 コンクリー ト釘

バッファーピン

40o

320

上

上

以

以

×

×

タッピンねじ 35φ × 45以上          ~

35o× 35以上

30ゅ × 16以上
1125に規定する表面処理を防錆処理として施し

上張り用面材留付け用

下張り用面材留付け用

敷目板留付け用

JIS B l122)JIS

たもの。

Ｄ
Ｄ

ステープル 上張り用面材留付け用

中空部充てん材留付け用

上

上

以

以

さ

さ

長

長

×

×

上

上

以

以

幅

幅

スピンドルピン 中空音ほ充てん材留付け用 長 さ 以上

スペーサー せっこうボー ド、せっこう板、けい酸カルシウム板、

40 × 40以 上
鋼板

接着剤 酢酸ビニル系、合成ゴム系,せ っこう系、炭酸カルシウム系、エポキシ系、
アクリル系

目地処理材 JIS A 6914に 適合するもの

四周用充てん材 無機質充てん材 :

ロックウールモルタル

ロックウール :

シーリング材 !

ロックウールフェル ト

せっこう系、炭酸カルシウム系

国土交通大臣認定 剛 ～8601

国土交通大臣認定 剛 8600、

JIS A 9504,JIS A 6301

アクリル系、ウレタン系、ポリサルファイド系、
シリコン系、酢酸ビニル系
国土交通大臣認定 剛 -8228

仲縮可動目地部用充て

ん材
国土交通大臣認定 NM 8600、

JIS A 9504,IIS A 6301

アクリル系、ウレタン系、ポリサルファィド系、
シリコン系、酢酸ビニル系

国土交通大臣認定 珊 -8228

ロックウール :

シーリング材 :

ロックウールフェルト:

アウトレットおよびス

イッチ等のボックス(以

下、ボックスという)

鋼製

JIS C 834111こ規定する3個用、 2個 用、 1個 用

又は、それらと同等以下の開日面積を有するもの
ボックス被覆材 シート状非通気性軟質性面材

面密度5 19 kym2以 上

つづく

SOI-0032
3 / 10



つづき

ックス固定用金具

ボルトおよびボルト取付金具で構成されるもの
または
L型金物

ボルト取付金具の形状の例

アルミテー
ックス被覆材固定用

ん材 :せっこう系、炭酸カルシウム系、 ルミニウム
シーリング材 :アクリル系、ウレタン系、ポリサルファィ

シリコン系、酢酸ビニル系
敷目板留付け用  JIS Z iE22と !!S Z 1524、JiS Z 1525に適合するもの

SOI-0032
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上部ランナー

中空部充てん材

接着剤

タッピンねじ

下義り用面材

ステープル又は

5 申 請仕様

構造説明図を図1に、水平断面図を図2に 、水平端部詳細図を図3に、上下端部詳細図を図4に それぞれ

示す。

図 1 構 造説明図

98～ 147 159～ 208

中空部充てん材

図 2 水 平断面図

SOI-0032
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敷目板

タッピンね じ

四月用充てん材 下張り用面材

図3 水 平端部詳細図

中空部充てん材

上張り用面材

図4 上 下端部詳細図
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6 施 工条件

1)墨 出し及び上部、下部ランナーの取付け

間仕切壁を設置する所定の位置に、墨出しを行う。

上部、下部ランナーを塁出し線に合わせて、構造躯体にランナー固定金物あるいはタッピンね じ又は溶
接にて、それぞれ90omm以 下のピッチで取付ける。

2)間 柱の取付け

あらか じめ現場の寸法に合わせて切断し、

スペーサーを介して間柱を千鳥に取付ける。

る。

3)敷 目板の取付け

間柱が動かないように上部、下部ランナーと問柱との隙間に

尚、間柱の割付間隔は303mm(片 側 606mm)以 下とす

あらかじめ問柱又は上部、下部ランナーの寸法に合わせて切断した敷目板を、千鳥配置に関柱にタッ
ピンね じ又はテープ若 しくは接着剤で 900mm以 下で取付ける。また、上部、下部ランナーのいずれ
か一方または両方に敷目板を取付ける場合は、同様にタッピンねじ又はテープ若 しくは接着剤で 9oo
mm以 下で取付ける。

なお、下張 り用画材の四周取合部の処理を行わない場合ぃ
、敷目板を上部ランナーに必ず取付ける。

4)片 面の下張 り用面材の取付け

下張 り用面材は、縦又は横張りにして、 3 5◇ ×35mm以 上のタッピンねじで間隔300mm以 下
に、間柱に固定して取付ける。

目地部を伸縮可動とする場合は、図 5に 示すように、当該下張り用面材を同上にて取付け、下張り用面
材の壁内側に仲縮可動目地部用裏あて材をタッピンねじで下張り用面材に固定する。次の下張 り用面材
を、目地言団こ所定の隙間を設けて取付ける。 この伸縮可動の隙間には、伸縮可動目地部用充てん材を隙
間の無いように充てんする。この時、後か ら建込む下張 り用画材は伸縮可動目地部用裏あて材には留付
けない。なお、伸縮可動目地を設ける場合は敷目板の厚さは21mmと する。
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仲縮可動 目地部用充てん材

伸縮可動目地部用裏あて材
タッピンねじ

中空部充てん材

上張り用面材

下張 り用面材

図 5 伸 縮可動目地部

5)中 空部充てん材の挿入

片面の下張り用面材の取付け後、中空部充てん材を、4)で 取付けた下張り用面材の裏面又は間柱に、
中空部充てん材留付け用ステープル又はスピンドルピンを用いて取付ける。

6)反 対側の下張り用面材の取付け

4)の 手順で反対側の下張り用面材を取付ける。

7)下 張り用画材の目地部及び四周取合部等の処理

下張り用面材の建込み後、目地部に隙間が認められる場合は、隙間のないように四周用充てん材で処理
をする。

下張り用面材の建込み後、下張り用面材の四周取合部で四周処理を行う場合は、隙間のないように四周
用充てん材を充てんする。

8)上 張り用面材の取付け

上張り用面材は、縦又は横張りにして、下張り用面材と目地部が重ならないようにして、 3 5o× 4
5mm以 上のタッピンねじで下張り用面材を取付けた間柱に間隔300mm以 下で留付けるか、接着剤を
点付けしステープルで間隔300mm以 下で留付ける。

目地部を伸縮可動とする場合は、図5に示すように、当該上張り用面材を同上にて留付け、次の上張
り用面材を、目地音mこ所定の隙間を設けて下張り用画材に留付け、この隙間には、伸縮可動目地部用充
てん材を隙間の無いように充てんする。
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竹

伸

い

9)上 張り用面材の目地部及び四周取合部等の処理

目地部は目地処理材にて平滑に仕上げる。

上張り用面材の四周取合部は隙間のないように四周用充てん材を充てんする。

デッキプレー ト、柱、梁等との取合部の隙間は、四周用充てん材を隙間の無いように充てんする。

10)ボ ックスを設ける場合の処理

壁体にボックスを取付ける場合は、図6および図7に示すように、ボックス被覆材にてボックスの上面、
下面、側面および背面を隙間の生じないように、密着させて被覆し、ボックスの上面、下面、側面にア
ルミテープを巻いてボックス被覆材を固定する。この時ボックス被覆材はボックス前面にも折り返して
前面の四周を被覆する。ボックスをボックス固定用金具を用いて、間柱に取り付ける。上張り用面材の
張り上げ後に、ボックスにアウトレット等の器具を取付ける時、ボックスと下張り用面材との間に隙問
が生じないように、ボックスの前面とアウトレット等の取付枠とでボックス被覆材、下張り用画材と上
張り用面材を挟み込む。ボックスの表面プレートを上張り用面材の表面から取付ける。
界壁の両線いこ取り付ける場合はその水平配置は図7に示すように、ボックス同士を121mm以 上離し

て取付けるものとする。

アルミテープ

表面プレー ト

中空部充てん材

ボックス固定用金具

図6 ボ ックスの取付け図 (垂直断面)
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上張り用画材

アウ トレッ ト等の取付枠

表面プレー ト
アルミテープ

中空部充てん材

◎ ◎ ◎

図7 ボ ックス取付け図 (水平断面)

また、配線は上部または下部の構造体から当該界壁内部の位置で、壁体内部に通線されることを原則と
するが、上張り用面材および下張り用面材を貫通して通線される場合は、買通部を配線処理材で隙間を塞
ぐ処理を行うものとする。

11)表面仕上げ

目地処理等の表面処理終了後、塗装、クロス張、吹付け等にて仕上げる。
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